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-

緒

論

生

産
数
量
指
数
の

問
題
は
､

従
来
､

物
憤
指

数
論
に

於
け

る

程
､

せ
の

注
意

む

惹
く
こ

と
が

出

発
な

か

つ

宅

そ

れ

は
､

経

済
が

偶
格

を

中
心

に

し
て

動
く
､

と

云

ふ

簡
単
な

表
現

の

中
に

そ
の

理

由
を

求

め

る
こ

と

が

出

来
る

で

あ

ら

う
｡

し
か

し

な

が

ら
一

九

二

九

年
の

世

界
経
済
恐

慌
以

秀
､

特
に

最
近
に

於
け
る

戦
時
経

済
に

於
て
､

一

方
過

剰
生

産
の

打
解
策
と

し
て
､

他
方
生

産
力

蹟

充

政

策
と

し
て
､

貨

幣
的
統
制
が

常
に

財
の

生

産
に

規

制
せ

ら

れ
､

之
を

離
れ
て

は
､

最
早

そ
の

存
在
の

意
義
む

失

ふ

に

至
つ

た
こ

と
は

今
更
云

ふ

ま

で

も
な

い
｡

哉
に

夏
め
て

生

産
数
量
指
数
の
､

経
済
政

策
の

要

具
と

し
て

の
､

新
ら

し
い

意
味

が

見
ら

れ

る

で

あ

ら

う
｡

然
ら

ば

云

ふ

と
こ

ろ
の

生

産
数
量
指
数

曾
計
H

ま

ワ
F
】

首

邑
p

昌

賢
鼓
○
】

-
-

守
○

ぎ
打
已
b
】

}

賢
乙

宗
)

と
は

何
か
｡

此
一

見
甚
だ

容
易

な

る

問
題
が
､

資
は

我
々

を

し
て
､

極

め
て

険
阻
な

る

暗
礁
へ

と

押

し

や
る

の

で

あ

る
｡

(

諜
1
)

一

般
に

｢

生

産
数
量
指
数
と
は

二

時

鮎
に

於
け

る

生

産
数
量
の

欒
他
の

比
+

と
云

ふ

や

う

に

理

解
せ

ら

れ
る

で

あ

ら

う
■〕

か

ゝ

る

生

産

数
量
指

数
の

定
義
を

以
て
､

満
足

出

葬
る

か

:
香

か
､

は

甚
だ

疑
問
と

す
る

と

こ

ろ

で

あ

る
｡

蓋

し

此

場
合
.

生

産
数
量
は
､

こ

れ

に

電

伸

′
≠′
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一
†

●

接
開

聯
す

る

生

産
費
若
し

く
は
一

般
物

偵
と
相
互
に

依
存
聞
係
を

保
つ

と

考
へ

る

方
が
､

よ

り

視

覚
の

事
態
に

即
應
す

る

か

ら

で

あ

る
｡

フ

リ

ツ

シ
ュ

(

声

苧
←

琶
F
)

の

言
葉
を

籍
少
で

云
へ

ぼ
､

｢

数
量
と

憤
格
と
は

函
数
的
関

係
に

あ

る
+

と

考
へ

る

方
が
､

よ

り

安
常
で

あ

(

証

2
)

る

か

ら

で

あ

る
｡

然
ら

ば

何
故
に

従
秀
の

生

産
数
量
指

数
に

於
て
､

か

く
の

如

き

考
慮
が

沸
は

れ

な
.
か

つ

た

か
｡

そ

れ
は

専
ら
生

産
数
量

棺
数
な

る

も
の

む
､

軍
に

教
拳

的
.

形

式
的
.

更
に

云

ひ

換
へ

れ

ぼ
､

所
謂
原
子

論
的
に

の

み

局
限

し
て

論
じ

釆
つ

た
ゝ

め

で

あ
■
る
｡

従

っ

て
､

此

間
題
む
､

経

済
的
意
味
を

附
興
せ

ら

れ

た

嫡
数
に

よ

つ

て
､

解
決
す
る

こ

と
が
､

我
々

に

課

せ

ら

れ

た

務
め
で

あ
■
る
｡

本
稿
に

於
て
､

我
々

の

誘
導
し

た
､

経
済
的
な

意

味
を

有
す

る
､

或
は

別

望
一一口
菓
む

用
ふ

れ

ぼ
､

函
数
論
的
な
､

生

産
数
量
指
数
む
､

仮
に

経
済

技

術

的
生

産
数
量
指
数
と

名

附
け
る

な
ら

ば
､

か

ゝ

る

指
数
の

意
味

す

る

と
こ

ろ
は

次
の

如

く
で

あ
る
｡

即
ち

｢

生

産
数
量
指
数
と
は
､

基

準
比

較
雨

時

鮎
の

名
目

的
生

産
費
が

相
等
し
い

場
合
に

於
け

る
､

繭

時

鮎
の

生

産
数
量
の

比
+

む

云

ふ
｡

今
函
数
論
的
物
憤
指

数
論
に

於
け

る

物
倍
指
数
の

哀
慕

を

考
へ

れ

ぼ
.

｢

β

時
鮎
に

於
て
一

定
の

満
足

を

得
る

に

要

す

る

支
出

何

と
､

ヱ

時

鮎
に

於
て

こ

れ

と

同

程
度
の

満

革
む

得
る

に

要

す

る

支

出

仇

と
の

比
+

で

あ

ゎ
､

従
つ

て
､

比

定
蕃
に

よ

る

物
偵
指

数
P ｡ 1

は

♪
)

-

=

勺
ト

(

こ

吾

(

詫

3
)

で

あ
る
〈∪

此

場
合

伽
と

P l

と

は

等
倍

(

○

宅
ぎ
乙
e
}

･

叶
､

監
0

己
-
J

言
蔓
已

で

あ
■
る

と
云

ふ
｡

然
ら

ば
､

之
に

封
癒
す
る

生

産
数
量
指
数
は

如

何
に

定
義
せ

ら

れ

る

か
｡

次

に

之

に

つ

い

て

述
べ

る
｡

｢

生

産
数
量
指
数
9 ｡

と

は
､

β

時
鮎
に

於
て
一

定
の
■
名
目

的
生

産
費
を

投
下

し
て

得
た

る

生

産
数
量
酌

と
､

1

時

鮎
に

於
て

こ

れ

と

岡

野

じ

名
目

的
生

産
費
を

投
下

し
て

得
た

る

生

産
数
量
飢

と
の

比
+

で

あ

カ
､

従
つ

て

生

産

数
畳

荷

駄
の

経

済
的

意

味

に

つ

い

て

3 7 Ⅰ



劫

一

橋

論

叢

第
七

巻

第
四

紋

P
=
･

恒ぎ

(

柑

)

3 7 二Z

と

な
る
｡

此

場
合
恥

と
す1

と
は

等
傾
で

あ
る
｡

(

1
)

式
に

よ
つ

て

定

義

せ

ら

れ

た

物
億
指
数
の

概
念
よ

カ
､

(

ヱ

式
に

よ

つ

て

定

義

附
け

ら

れ

た
生

産
数
量
指
数
へ

と

移
り

行
く

と

き
は
､

そ
の

受
け

る

感

じ

は

邁
で

あ

る
｡

こ

の

道
の

感

じ

に

こ

そ
､

正

に

望
見

指
数
の

物
傾
指
数
と

本
質
的
に

異
る

所
以

が

存
在
す
る

(

註

4
)

の

で

あ
る
｡

伺
生
産

数
量
指

数
に

於
て
､

酌

と

飢

と

が

等
億
で

あ
る

と

云

ふ

定

義
は

ワ

ル

ト

に

於
て

も
見
ら

れ
る
｡

以

下
､

本
稿
に

於
て

は
､

尭
づ

在

釆
の

原
子

論
的
生

産
数
量
指

数
を
二

管
し
､

然
る

後
に

ワ

ル

ト

の

函
数
論
的
生

産
数
量
指
数
を

紹
介

批
判
し
､

更
に

我
々

の

得
た
る

攫
済
技

術

的
生

産
数
量
指
数
に

つ

い

て

述
べ

る

こ

と
ゝ

す

る
｡

へ

註
1
)

q

∵

声
句
･

ぎ
一

軍
学
｡

⊇
首
邑
ノ
､
{

シ
…
J

e

C

岩
邑
皇
宮
(

r
｡

n

号
=
邑

萱
巳
ゴ
b

ユ
(

官

署
○

宝
ヨ
山

の

誉
ま
富
-

晋
き
】

胃
e
】
J

弓

ヨ
n
d
一
】

ヨ
}

当
c
.

∽
､

-

造
山

〕

ワ

∽
.

A
･

句
･

空
言
芳

≠

三
ぎ

ヨ
蔓

邑
○

=
訂

字
音
邑
J

卓
当
①

○

岩
邑
一

亘
○

コ

二
号
弓
-

2

ユ
叫

こ
○

弓

邑
○

…
宣
-

○

ヨ

首

ぎ
】
.

声

-

器
ウ

し

り

望
の

声

句
｡

諾
弓
C

芳
‥

冒
｡

丸

ぎ
p

号
昌
n

空
ゴ
一

己

告
-

ふ

已

:
ロ

㌢
守
口

こ
琵
P

七

-

-
.

訂
つ

習
2

0

書
芸
c
}

至
}

邑
買
ぇ

一

己
邑
】

･

三
甲
岩

学
芸
c

ヱ
ぎ
d
i

2

…
ロ

包

空
で
1
-

…
コ

m

汀
｢

賢
邑

写

君
臣

誉
･

①

こ

琵
〕

マ
声

名

古
屋

高

等

商
業

学

校

産
葉

調
査

室

著

｢

本

邦

轄

花

環
母
指

敬

絶

望
+

昭

和

八

年

7

ド

(

託
2
)

声

道
邑
‥

A

ヨ
≠
声
-

警
コ

凛
已

宥
彗
已

芳
書
○

ま
の

卓
害

･

ヨ

≠
2

守
c

宗
ヨ
○

=
コ

許
-

穿
ヨ

訂
声
(

芽
○

コ
○

ヨ
2

-

旨
2
-

ノ
1

0
汁

♪

-

諾
の
.

)

p
.

㌍

(

課
3
)

句

碁
已
:

旨

阜
ワ

ロ
･

森
田

軽
三

教
授

著
｢

物
情
歩
動
の

測

定
+

昭

和

十

五
■
年

勺
.

芦

辞

止
り

一

●
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叫

】

■†

言◆

(

註
4
)

㌢

弓

監
‥

〔

ぎ
】

邑
葦
H

訂
】

歪

ぎ
:
ぎ
{

且
…

喜
馬

n

窪

空
峯
1

k
t

宮
警
告

三
善
邑
∽

官

主
誉
-

紆
泌

｢

○

邑
e

邑
(

蒙
焉

訂

已
革

ま
已
謡

芸
｢

不
〕

与
≡
一

芸
】
】

き
諒
已

≡
H

売
)

冒
亡

義
¢

字

:
ざ

一

芸

ご

㌍

∽

･

二

原
子
論
的
生
産
数
量
指
数

生

産
数
量
指

数
を

組
織
的
に

取

故
つ

た

も
の

と

し
て

は
一

九

二
二

年
の

レ

オ

ナ

ル

ド

(

芦

ロ

ト

空
き

邑
)

の

試
み
を

以

て

囁
失

と

す

(

茄
1
)

る

で

あ
ら

う
C

そ

の

後
指

数
の

形

式
的
取

扱
ひ

に

可

成
り
の

進
歩
が

見
ら

れ
､

以
て

現

今
に

及
ん

で

ゐ

る
｡

今
そ
の

う

ち

代
表

的
な

指
数

若
干

に

つ

い

て

説
明

し

よ

う
｡

先
づ

符
竣
む

次
の

如

く
定
め

る
｡

∂

時

鮎

即
ち
基

準
時

鮎
に

於
け

る
〝

個
の

財
の

偶
格
並

び

に

聖
憲
夫
々

≠

㌔

草
｡

…
､

更
甘
〕

並

び

に

勺

㌔

忘
㌔
…
-

ミ
も

と

し
､

J

時

鮎
即
ち

比

較
時

鮎
に

於
け

る
好

個
の

財
の

偶
格
と

聖
旦

む

夫
々

モ

モ
､

1
J

号
)

並

び
に

勺
-

､

勺

㌔
}

…
､

勺
-
(
→

～

)

と

す

る
｡

川

ラ

ス

パ

イ

レ

ス

式
(

P
一

耳

胃
ヨ
①
7 ･

こ
毒
ヨ
己
芦
)

ラ

ス

パ

イ

レ

ス

の

物
情
指
数
算
式
は
､

基

準
時

鮎
と

比

較
時

鮎
に

於
け

る

傾
格
に
､

基

準
時

鮎
に

於
け

る

数
量
を

秤
量
値
と

し
て

乗
じ

た

る

積
の

線
和

よ

り

誘
導
せ

ら

れ
る

か

ら

/
フ

ス

パ

イ

レ

ス

の

生

産
数
量
指
数
は
､

簡
略
と

整
旦

と

む
､

置

換

し
て
､

繭

時

鮎
に

於
け

る

こ
㍉

小

2
)

数
量
に

.

基

準
時

鮎
に

於
け

る

傾
格
む

秤
量
値
と

し
て

乗
じ

た
る

積
の

絶
和

よ

り

誘
導
せ

ら

れ
る
｡

即
ち

若
水

鞍
山

映

半

㍗
‥
･

駅
…

羽

生

産

数
量

指

数
の

経

済
的

意

味
に

つ

い

て

(

〕

)

3 7 3
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タ
ー

=

芸
(

輯
)

＋

き
㌔
(

幣
)

＋
･

:

＋

き
㌔

請
㍍
)

ミ
勺

㌔

＋

㌢
こ

勺

㌔

＋

…

＋

㌢
(

且

キ
､

)

(

麻

)

(

4
)

式
の

意

味

す
る

と
こ

ろ
は

次
の

如

く
で

あ

る
)

即
ち

(

4
)

式
は

個
別

的
生

産
数
量
指

数

艶

‰

の
､

基

準
時

鮎
に

於
け

る

生

産
額

き
勺
○

む

秤

量
低
と

す

る
､
､

秤

量
塀
術

平

均
で

あ

る
∪

(

り

こ

(

4
)

雨

式
に

於
け

る

特
徴
は
､

そ
の

計
算
が

秤

量
平

均

と
し
て

は

最
も

簡
軍
で

あ
■
る
こ

と
で

あ

る

が
､

そ
の

反
面
･

こ

れ

ら

は

比

較
時

鮎
に

於
け

る

生

産
額
の

欒
化

を

考
慮
し
て

ゐ

な
い

鮎
が

駅
鮎
で

あ

る
｡

指
数
が

長
斯
に

亙

る

欒
動
む

そ
の

封
象
と
す

る

結
果
-

各
時

鮎
に

於
け

る

財
相
互

間
の

重
要
性
の
一

測

度
と

し
て

の

比

較
時

鮎
の

生

産
額
を
､

考
慮
外
に

お

く
こ

と
は

･

全

く
許
し

難
い

妖
鮎

と

云

は

ね

ば

な

ら

な
い
｡

(

謙

3
)

(
り

こ

砦
し

く
は

(

4
)

式
を

茸
際
に

用
ひ

て

生

産
数
量
指
数
た

算
出

し
て

ゐ

る

も
の

に

国

際
聯
盟

の

指

数
が

あ

る
｡

阿

パ

ー

シ
ェ

式
(

冒
諾
a
-

e

ぎ
H

…
l

亡
-

)

此

場
合
に

は
､

パ

ー

シ
ェ

の

物
情
指
数
算
式
の

傾
格
と

蓼
且

旦

の

置
換
式
と

な
る

か

ら
､

結
局
次

の

如

き

も
の

と

字
や
･一

郎
ち
パ

ー

シ
工

の

生

産
数
量
指
数
は
､

同

時

鮎

に

於
け
る

数
量
に
､

比

較
時

鮎
に

於
け

る

憤
格
む

秤
量
伍
と

し
て

粟
エ

た

る

積
の

総
和
の

比

触
り

_

書i

タ
ー

‖

(

態

4
)

で

あ

る
｡

勾
-
､

P
､

＋
句
-
､

､

ミ
､

＋

…

＋

ち
ト

)

P
(

る

さ
､

P
､

＋

苫
､

､

P
､

､

＋
･

‥

＋
勺

㌔
)

♪
(

且

(

人

ご



_
止

▼

i●

(

5
)

式
の

(

8
)

式
と

異
る

と
こ

ろ
は
､

そ
の

秤
量
債
に

あ

る
｡

即
ち

前
者
の

秤
量
値
は
､

前
述
の

如

く
､

比

較
時

鮎
に

於
け

る

そ

れ

で

あ

る

に

封
し
､

後
者
の

秤
量
値
は

基

準
時

鮎
に

於
け

る

も
の

で

あ
■
る
｡

従
つ

て

(

5
)

式
の

場
合
に

於
て

も
.

(

3
)

式
の

場
合
と

趣
む

同

じ

く
し
て
､

基

準
時

鮎

に

於
け

る

憤
格
の

大
さ

が

考
慮
外
に

あ

る

と

云

ふ

駅

鮎

を

伴
ふ
｡

し

か

し

な

が
ら

疏
つ

て

考
へ

る

に
､

(
n

O

)

式
よ

り

誘
導
せ

ら

れ

る

(

4
)

式
に

於
け
る

秤
量
値

㌢

勺
○

は
､

基

準
時

鮎
に

於
け

る

生

産
額
で

あ

る

か

ら
､

計
算
に

営
つ

て

常

に
一

定
で

あ
り
一､

そ
の

意
廉

に

於
て
､

尭
に

も
煽
れ

た
如

く
､

固
定
秤
量
値
で

あ
つ

て
､

そ

の

時
々

に

移
り

行
く
財
相
互

間
の

重
要
性

を

無
税
す

る

も
の

で

あ

る

が
､

(

5
)

式
に

於
て

は
､

之
に

反

し
て
､

秤
量
値
が

常

に

比

較
時

茄
に

於
け
る

生

産
額
を

以
て

表

は

さ

れ

る

結
果
､

か

1

る

不

合
理

性

は

認
め

ら

れ

な
い
｡

何
と

な

れ
ぼ
､

(

5
)

式
は

更
に

次
の

形

に

髪
形

し

得
ら

れ
る

か

ら

で

あ

る
｡

P
､

勺
-

､

＋

モ
､

句
.

こ

＋

…

＋

P
(

㌔
-

(

丘

¢
C

-

=
･

=

1
･

卜
1

･
ト
ト

き
･

､

(

中
)

＋

き
･

こ
(

幣
)

＋

…

＋

き
ユ
閑
)

(

の

)

此

式
の

意
味

す

る

と
こ

ろ

は
､

パ

ー

シ
ェ

式
偲
､

個
別
的
生

産
数
童
指
数

艶
‰

を

比

較
時

鮎
に

於
け

る

生

産
額
を

秤
量
値
と

し
て
､

調

和

平

均

し

た
る

結
果
に

外
な

ら

な
い
｡

従
つ

て

此

場
合
に

は
､

常

に

移
り

行
く
比

較
時

鮎
の

生

産
額
が

秤
量
値
と

し
て

探
経
せ

ら

れ
て

ゐ

る

と
こ

ろ
に
､

同

定
秤

量
値
に

関
す

る
､

ラ

ス

パ

イ

レ

ス

式
に

封
す

る

非

難
は

免
れ

る

こ

と
1

な

る
｡

さ

て
､

パ
.
-

シ
ェ

式
に

於
て

も
､

基

準
時

鮎
灯

於
け

る

生

産
額
に

無
関
係
と
云

ふ
､

秤

量
伍
に

関
す

る

不
合
理

性
を

有
す
る

の

で

あ
る

か

ら
､

か

1

る

妖
鮎
を

除
く

目

的
む

以
て
､

他
方
､

(

3
)

(

5
)

繭

式
の

偏
倍
性
を

中
和

す
る

目

的
を

以
て
､

繭

式
む

平

均

す

る
こ

と

-

-ヽ

4 1

が

考
へ

ら

れ
る
｡

し

か

し
て

此

場
合
の

平

均

法
と
し

て

は
､

幾
何
平

均

が

用
ひ

ら

れ

る
｡

蓋

し
､

算
式
の

交
叉

に

は
､

原

則
と
し
て
､

幾

3 7

生

産

数
畳

指

敦
の

経
済
的

意

味
に

つ

い

て



､り
一

一

ユ
ー

一

橋
■
論

叢

第
七

巻

第
四

鍍

(

詫
5
)

何
平

均

が

最
も

理

想

的
で

あ
る

か

ら

で

あ
る
｡

之
が

即
ち

｢

理

想
的
+

算
式
で

あ

る
C

凹

｢

理

想

的
+

算
式

(
へ

へ

E
(

三
｡

P

妻
≡
l

ニ

)

尭
づ

公

式
を

先
に

示
せ

ば

3 7(i

Q
O
-

勾
-

､

､

ぎ
､

､

＋

＋
勾
-

(

且

考
古

勺
-

､

モ

＋
勺
-

､

､

ミ
､

＋

…

＋
勺
.
(

且

号
占

勺

㌔

ミ
､

＋

＋

さ
(

且

環
こ

ミ

ミ

＋

勺

㌔
♪
こ

＋

…

＋
ぎ
(

ヱ

P
(

且

(

巾

)

(

7
)

式
は

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

(

Ⅰ
･

岩
島
エ

の

所
謂
｢

理

想

的
+

第
式
に

於
け

る

憤
格
と

聖
早
と

を

置
換
し

た

値
で

あ

る
｡

我

そ
ば

之

(

韮

6
)

を

仮
に

｢

理

想

的
+

生

産

整
畢
指

数
算
式
と

名
附
け

よ

う
｡

之
が

何
故
に

｢

理

想
的
+

で

あ

る

か

は

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

自
身
の

説
明
に

寧
る

こ

と
ゝ

し
て
､

(

7
)

式
が

箕

際
の

計
算
に

常
つ

て
､

如

何
に

繁
頸
で

あ

る

か

は
､

想

像
に

難
く
な
い

で

あ

ら

う
｡

凹

エ
′

ツ

ヂ

ウ
ア

ー

ス

式
(
]

監

篭
一

言
邑
:
専
ヨ
己
ヱ

(

8
)

(

5
)

雨

式
の

秤

量
倍
が
､

基

準
､

比

較
雨

時

鮎
の

何
れ

か
一

方
を

逸

脱
し
て

ゐ

る

と
云

ふ

不

合
理

性
を

除
去
す

る

も
の

と

し

て

エ

ツ

ヂ
ワ

ァ

ー

ス

式
が

あ
る
｡

即
ち
此

場
合
は

(

3
)

(
r

ヱ

爾

式
に

於
け
る

秤

量
値
の

算
術
平
均

を

以
て

新
ら

し
い

秤

量
値
と

す
る

(

託
7
)

も
の

で

あ
る
｡

タ
ー

=

(

㌔
､

＋

♪
､

)

勾
-

､

＋

(

き
て

＋

P
､

､

)

き
､

､

＋

…

＋

(

き
甘
)

＋

モ
J
旦
甘
)

(

ミ

＋

モ
)

勺

㌔

＋
(

ミ
＋

モ
､

)

㌔
こ

＋

‥

÷
(

牟
古

小
心
㌦
3 .
叫

)

副
a

(

00

)

(

8
)

式
は
､

雨

時

鮎
に

於
け
る

秤

量
億
む

共
に

考
慮
し

た

る

(

7
)

式
に

比

較
し
て
､

著
し

く
簡
軍
で

あ

ゎ
､

更
に

最
も
強
調
す
べ

き

こ

と

は
､

我
々

が

後
に

誘
導
せ

ん

と

す
る

経

済
鼓

術
的
生

産
数
量
指
数
と

全

然
同
一

の

式
と

な

る
こ

と
こ

れ
で

あ
る
｡

し
か

も
(

8
)

彬

≠●

●呈



_

●一

音●

式
は

ポ

ー

レ

イ

(

㌢

｢

冒
五

色
が

函
数
論
的
に

誘
導
し

た

物
憶
指
数
算
式
に

於
て
､

憤
格
と

数
量
と

を

邁
に

置
換
し

た

式
に

等
し
い

の

で

あ
つ

て
､

原

子

論
的
生

産
数
量
指
数
に

於
て

最
も

推
奨
せ

ら

る
べ

き

算
式
た

る

資
格
を

央

は

な
い

の

で

あ

る
｡

阿

モ

ン

ト

ゴ

メ

リ

ー

式
(

音
C

書
こ

m
宅
せ

こ
C

㌢
己
ニ
)

(

詰

8
)

形

式
的
教
導

的
整
形

性
を

最
も
よ

く
具
備
し

た

と

考
へ

ら

れ

る

も
の

に

モ

ン

ト

ゴ

メ

リ

ー

式
が

あ
■
る
｡

モ

ン

ト

ゴ

メ

リ

ー

(

J
･

ロ

ゴ

ざ
呈
的
(

壱
e

皇
に

於
て

は
､

一

般
に
､

指
数
む

以
て

総
金

額
の

壁
化

を

測

定
す
る

に

は
､

.

雨

時
鮎
に

於
け

る

絶
金

額
の

比

恕
○

勺
○

‥

恕
】

勾
】

(

歪

9
)

(

詰
l D
)

の

み

な
ら

す
､

そ
の

差

恕
○

き
～

母
-

勾
【

も
亦
そ

の

算
式
中
に

包

含
せ

ら

る

べ

し

と

す

る

前
提
の

下

に
バ

ー

定
の

教
導

的
保
件
に

適

合

す
る

算
式
と
し

て
､

次

式
を

誘
導
し
て

ゐ

る
｡

h

Q

丈
小

槌
{
(

さ
勺
-

-

き

き
)

計
叱
‥

-空
勺
○

､

℃

藷
}

(

①

)

h
(

p
勺
-

-

≠

芸
○

)

(

証

1 1
)

此

算
式
に

よ

る

と
き

ほ
､

た

と
へ

近

似
的
な

る

場
合
が

あ

る

と
は

云
へ

､

普
通
一

般
.
に

考
へ

ら

れ

る

数
畢

的
テ

ス

ト

に

は

殆
ん

ど

仝

部

合
格
す
る

と

云

ふ

特
徴
を

有
す

る
一

方
､

寛

際
の

計
算
の

場
合
に

於
け

る

繁
頚

は
､

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

の

｢

理

想

的
+

算
式
(

7
)

を

温
か

に

凌
駕
す
る

と

云

ふ

看
過

す
べ

か

ら

ぎ

る

妖
鮎
む

伴
つ

て

ゐ

る

の

で
､

未
だ

充
分
そ
の

資
用

的
偶
債
が

認
め

ら

れ

る

に

至
つ

て

ゐ

な
い
｡

河

口

ウ

式
(

討
○

∃
d

少

声
】

}

邑
ヱ

(

4
)

式
に

於
て
､

基

準
時
鮎
に

於
け

る

生

産

額
≠

㌔

勾

㌔
}

≠

㌔
勾

㌔
＼
‥
}

≠
○

言
勾
Q

(

エ

の

代
り
に
､

任
意
の

常

数

専
､

､

串
､
､

∴
:
叫

寧
(

且

4 3

を

用
ひ

れ

ぼ

次
式
を

得
る
｡

生

産
数
真

指

数
の

経

済
的

意

味

に

つ

い

て

3 7 7



ー

･丁4

タ
ー

=

一

橋

論

叢

第
七

巻

弟
四
貌

…

て
十

苧
こ

･

…

＋

鍋
ざ
(

古

∈
､

＋

琶
､

､

＋

…

＋

ぎ
(

且

(

】

e

3 7 8

(

詳
招
)

(

望

式
は
ロ

ウ

(

J
･

芦

戸

賢
一

1

の

)

が

生
産

聖
昌
数
作
成
の

場
合
に

用
ひ

た

算
式
で

挙
る
C

彼
は

芸
決

定
に

償

ヱ
定
年
度

(

一

九

〇
七

年
)

に

於
け

る

生

産
額
を

以
て

し
て

ゐ

る

か

ら
､

形

式
的
に

は

(

4
)

式
と

同
一

の

形

で

あ

る
D

即

ち

(

空

式
は

個
別

的
生

産

数
畳
指
数
の

秤
量
算
術
平

均

整
不

す

も
の

で

あ

る
し

此

式
に

於
て

用
ひ

ら

れ

る

固

定
秤

量
倍
に

封
し
て

は
､

(

8
)

式
若
し

く
は

(

4
)

式
に

封
す

る

と

同

様
の

注

意

が

必

要
で

あ

る
｡

円

ベ

ン

R

-

ズ

式
(

官
員
○

琶
h

O

昌
P

已
且

(

荘

1 9
)

原
子

論
的
指
数
の

最
後
に

ペ

ン

ロ

ー

ズ

式
む

考
へ

る
｡

(

4
)

式
又

は

(

1 0
)

式
が

秤

量
算
術
平

均
で

あ

る

に

封
し
､

こ

1

に

於
て

は

秤
量
幾
何
平

均
の

主
張

せ

ら

れ

る

と
こ

ろ

に
､

そ
の

特
徴
が

あ

る
｡

ペ

ン

ロ

ー

ズ

(

ロ

句

+
}

C

喜
且

が

何
故
に

幾
何
平
均

を

採
用
し

た

か

の

理

由
は
､

表
に

幾
何
平

均
が

他
の

平

瀬

に

封
し

て

有
す

る

特
質
よ

り

尊
兄

し

得
る
こ

と

勿
論
で

あ

る

が
､

特
に

此

平

均
に

よ

る

と

(

歪
1 4
)

き

は
､

基

準
の

欒
更
が

容
易
で

あ

る

と
云

ふ

鮎

を

重
成
す

る
｡

然
ら

ば
ペ

ン

ロ

ー

ズ

式
は

如

何
な
る

形
か
｡

之

を
次

に

示

す
｡

タ
ー

=
～

く

誉
､

＋

き
､
､

誉
､

､

＋
‥
･

＋
一

丈
且

誉
(

且

＼

鞘
¶
誉
､

(

熊
)

き
く
､

萄
.

(

ご
)

(

1 1
)

式
に

於
て

も
､

そ
の

秤

量
伍

≠
㌔

賢

ミ
勺

さ
㌢

E
勾

吾

が

=

蛋
あ

る

結
果
､

(

4
)

式
又

は

(

1 0
)

式
と

同

琴
比

較
時

鮎
に

於
け

る

名
財

撃
且

問
の

重
要

度

を
無

税

す
る

こ

と
1

な

る
｡

此

武

生
用

ひ

て

計

算
し

た

も
の

に

は
､

前
話
の

ペ

ン

ロ

ー

ズ

の

農

(

誼
1 5
)

産
物
生

産

整
罠
数
以

外
に
､

同

氏
の

錬
産
物
生

産

聖
罠
数
及

び

動
物
性

食
料
品
の

生
産

聖
罠
数
並

び

に

名
古

屋

高
等
商

葉
巻

校

産

山
¶

一

すi



■

h

ワ4

争

_ホ

J●

(

諜

1 6
)

業
調
査

皇
生

産
数
且

毒
数
が

あ

る
｡

(

芳
)

以

上

に

よ
つ

て
､

原
子

論
的
生

産

蓼
量

指
数
算
式
の

重

慧
る

も
の

に

つ

い

て

の

説
明

を

経
つ

た
｡

然
ら

ば

そ

の

指

数

完
済
的
意

味

は

如

何
､

と

云

ふ

精

整
琶
最
も

畢
要
な

る

課
題
に

封
し
て

解

誓
輿
へ

る

こ

と
は

以

上
の

指

警
以

て

し
て

は

全

く

不
可

能
で

あ

る
｡

さ

れ

ば

と

云

つ

て

此

等
計

壷
…

成
す
る

こ

と

も
亦
不
営
で

あ

る
｡

蓋

し
･

此

等
は

二
万
に

於
て
､

歴

史
的
意
味
を

有
す

る

と

同

時

に
､

他

方
に

於
て
､

我

芸
場
合
も
同

様
で

挙
る

が
､

函
数
論
的
指
数
論
に

屡
々

重
要
な
る

示

唆

畠
ハ

へ

る

こ

と

が

可

能
で

挙
る

か

ら
で

あ
■
る
｡

し

か

し
て

此

等
原

子

論
的

生

産

聖
最
数
算
式
の

う

ち
､

エ

ツ

ヂ

ウ
ア

ー

ス

式
(

8
)

が
､

雨

時

鮎
の

秤

量
怯
む

考

警
ノ

る

と

共
に
､

そ

の

計
算
の

簡
単

挙
る

鮎
雌

が
て
､

他
の

何
れ

の

聖
霞
も
勝
る

特

質
義
調
す

る
｡

こ

の

こ

と
は
､

更
に

我

芸
考
察
す

る

経

済

琴
術

的
生

産
数
量
措
数
算
式
と

考
へ

併
せ

て

興
味
あ

る

結
論
に

我
々

を

導
く
で

あ

ら

う
｡

(

菅
)

声
声

丁

買
弓
d
-

ぎ
ー

ロ

冨
○

…
訂
n

顎
呂

･

蔓
邑
富
H

ロ

蔓
夢
(

ぎ
コ

邑
〇

=
訂

A
+

邑
書

彗
丁

喜
已

A

撃
ヾ

賢
哲
ロ
)

管
写
-

彗
∽
.

)

倍
数
量

指
数
の

歴

史

に

つ

い

て

は

次
を

蓼
紹
の

こ

と
｡

A
.

句
.

空
言
故

‥

声
①

冒
監

弓
e
】

旨
ロ

:
:
J
①

字
音
邑

ぎ
ー

ロ

コ
J

…
岩
苫

き

註
つ

戸

(

曹
P

旨
暑
J

喜
邑
○

岩
の

2

ち
ロ

告
山

㌔
(
)

ニ
♪

-

誌
○

し

胃
.

和

良
-

皆
∽
･

(

註
2
)

P

W
･

讃
r

賢
‥

学
①

宥
監

弓
e

m

邑
○

=
山

2

宝

邑

宮
口

訂
-

奄

ぎ
ー
一

-

①

こ
茎

ニ
)
･

宗
00
･

(

註
3
)

F
e

尋
…
{

2
汀

i

O

n

竺
-

邑
蓋
○

=
已
邑

邑
り
岩

管

早
戸

(

誉
染

豆

巴

己

出

尊
皇

…
ニ
芹

喜
昏
已

萱
}

を
u

ぎ
去

-

¢
∽

P
)

勺
p
.

-

㌣
-

∽
･

(

註
4
)

弓
p

琶
F

‥

i

宮
戸

p
･

芸
¢
･

(

笹
5
)

1
.

句
訂
F
e

二

歩
｡

寅

最
長
｡

:
已
①

如

ぎ
ー

}

さ
e

誌
-

-

琵
∽
･

ワ

一

声

生

産
数
量

指
数
の

経

済
的
意

味

に

つ

い

て

一

3 7 9



β

U4

一

橋

論

輩

第
七

巻

欝
四

兢

(

託
6
)

句
訂

訂
コ

旨

芦
､

冒
.

琵
干
帖
帖

P

(

註
7
)

句
･

叫
･

空
軍
ノ

貞
t
}
}

‥

ア
マ

胃
班

}

賢
呑
-

恥

-

C

ワ

賢
邑

冒
c
-

喜
一

叫
)

く
○

=
こ

富
も
p

ピ
㌣
比

恵
.

(

註
8
)

J
･

声

冒
-

着
○

巨
2

昌
‥

声
e

巳
F
-
-
-

2
-

邑
岩

･

已

守
O

b
-

2
}
-

已

-
}
】

e

買
雷
-

已
①

如

こ

箋
.

(

註
9
)

呂
○

監
守
-

諾
召
‥

i

b

芦
-

p
.

丹

(

註
1 0
)

岩
○
ロ
t

習
冒
2

召
‥

旨
-

チ

写
.

00

▲
山

野

(

誌
1 1
)

声

買
邑
=

A
ロ

n

邑
嬰

旨

表
1

三

雲
コ

ぎ
ー

ぎ
昌
つ

邑

=
り

訂
弓

?

声
①

ワ
3

筈
-

…
=
已
宗

2

…
ロ

g
声
(

昏
○

弓
】

邑
罠
P
､

七
〇
】
･

A
)

-

造
血

こ

ワ

P

(

註

望

J
･

W
･

声

穿
貢
ぎ
①

字

音
已
ノ
1

き
巨
2

0

岩
邑
邑
○
-

エ
ロ

邑
昌

昌
包

G
2
β

F

薔
①

日
冒
-

宗
旨

誉
喜
①
､

菅
賢
-

呂
e
】

}

5
r

呂
d

…
ゴ
)

ぎ
.

00
､

-

諾

ヱ
ワ

丹

(

註
13
)

甲

句
･

宮
弓

善
‖

句

邑
警
p

署
昌
a

㌘
ン

1

芦
p
-

2

き
ー

ニ
ロ

J

ぢ
昌

こ
琵
P

ワ

ー

00
.

ペ

ン

ロ

ー

ズ

氏

｢

日

本

農
産

物
の

生

産

数
量

指

数
に

裁
て
+

(

商

業

経
済
論

叢
第
五

巻

写

喜
ふ

ざ
)

(

名

古

屋

高
等

商

業
畢

校

産
業

調

査

室

｢

本

邦
農

産

物
の

生

産

数
量

指

数
に

就
て
+

昭

和
二

年

写
-

比

⊥
∝
.

)

(

註
1 4
)

諾
n

3
蒜

こ
g
d
.

､

ワ

一

声

(

註

望

｢

日

本

鏡
産

物
の

生

産

数
畳

指

数

=
商
業

経

済
論

慕
第
六

巻
下

新

字
-

ニ

=
声
)

(

名

古
屋

高
等

商

業

拳

校

産

業

調

査

室

｢

本

邦

鎮
産

物
の

生

産
数
量

指

数
+

昭

和
四

年
)

｢

日

本

に

於

け

る

動
物

性
食

料
品
の

生

産
+

(

商
業

経

済
論

叢
弟
七

巻
上

新

字
-

苧
簑
.)

(

註
1 6
)

｢

本

邦
塵

度
数
量

紆

教
組

璧
+

昭

和
八

年

(

註
17
)

そ
の

他
の

重

要

文

献
と

し

て

デ

イ

の

論
文

が

あ

る
｡

日

日

P
?

声
の

字
音
邑

ぎ
ぎ
孟

見

守
○

穿
註
○
】

:
コ

三

岩

ヨ
告
e

n

警
告
2

ニ
○

ニ
琵
･

(

}

誉
訂
ノ

…
h

昏
昌
○

邑
の

警

島
畏
歪
､

J

書
こ
(
}

鍔
)

(

註

望

フ

ォ

ス

タ
1

･
(

責
戸

句

邑
2

ユ

は
､

之
に

封

臆
す
る

物

情
指

数
算

式

が
､

計

算
山

遠
速

性
と
､

正

確

度
に

於

て
､

推

奨
せ

ら
る
ぺ

き

3 8 0

噸

軸
･

一

叫



74

サ

▲

'一

毒■

こ

と

を

述
べ

て

ゐ

る
｡

(

望
巴
岩

:
-

J

粁
r
､

廿
･

訂
･

)

≡

ワ

ル

ー

の

両
教
諭
的
生

産
数
量
指
数

以

上
の

原

子

論
的
生

産
数
量
指
数
が

単
に

形

式
的
且

敷
革
的
で

あ

る

に

封
し
て
､

函
数
論
的
生

産
数
量
指
数
は
､

そ
の

指
数
に

経
済
的

意
味
を

附
輿
せ

し

め
ん

と

す
る

と
こ

ろ

に
､

そ

の

特
質
む

有
す

る

こ

と
､

既
に

屡
々

説
明

し

葬
つ

た

と
こ

ろ
で

あ
る
｡

か

く
の

如

き

生

産

(

栄
1
)

数
量
指
数
の

経
済
的
意

味
に

世
の

注
意
を

喚
起

し

た

も
の

は

ワ

ル

ト

(

A
･

W

監
)

で

あ

る
｡

し
か

し

な

が
ら
､

彼
も
亦

函
数
論
的
生

産

数
量
指
数
の

導
出
に

積
極
的
で

あ
つ

た

と
云

ふ

よ

力

も
､

寧
ろ
生

産
数
量
指
数
の

敷
革

的

條
件
の

問
題
に

と
ら

は

れ

過

ぎ
て

ゐ

る

と

云
つ

た

方
が

安
嘗
で

あ

ら

う
｡

然
ら

ば

彼
の

理

論
が

何
故
に

函
数
論
的
で

あ
る

か
｡

そ

の

理

由
は

後
述

す

る

と
こ

ろ

を

侯
つ

て

明
か

と
な

る

で

あ

ら

う
｡

従
つ

て

本
筋
に

於
て

は
､

尭
づ
､

彼
の

理

論
一
を

紹
介
し
､

然
る

後
之
に

若
干

の

批
評

を

加
へ

る
こ

と
ゝ

し

よ

う
｡

(

註

2
)

最
初
に
､

彼
は

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

の

敷
革

的
指
数
選
撰

標
準
は

次
の

二

鮎
に

於
て

是
認
し

難
い

も
の

と

考
へ

る
｡

即

ち
､

｢
フ

ィ

ッ

シ

ャ

l

の

梗

準
は

経
済
的
に

基

礎
附
け

ら

れ
て

ゐ

な
い

こ

と
､

二
､

彼
の

標
準
を

満
足

す

る

算
式
は

無
数
に

存
在
し
､

従
つ

て

そ

れ

ら

か

ら
一

(

証

3
)

つ

の

算
式
を

摘
出

す

る

理

論
的
叔

接
を

駅
如

す
る

こ

と
､

こ

れ
で

あ
る
｡

然
ら

ば
､

此

場
合
､

彼
に

於
て

は
.

如
何
な
る

公
理

が

存
在
す

る

か
｡

以
下

之
に

つ

い

て

述
べ

る
｡

今
商
品

勺
＼
‥
-

q

言

の

♂

時

鮎
に

於
け

る

生

産
数
畳
む

夫
々

き
､

＼
:

忘
㍉
邑

1

時

鮎
に

於
け

る

生

産
数
量
を

夫
々

ミ
1
:

さ
(

且

と

し
､

且
二

つ

の

商
品
の

組

合
せ

(

G

富
旨
｡
}

蔓
邑
-

｡

且

を

ゝ
○

=

(

勺

㌔

＼
:
-

勾

㌔

且
)

及

び

ゝ
-

=
(

勾
-

､

1
‥

壷
(

且
)

と

す

れ

ぼ
､

此

▼
▲

等
4
及

び

4
の

函
数

m

二
き

皇
が

所
謂
生

産
指
数
(

冒
ぎ
打

旨
.】

賢
d

且
で

あ
る
｡

4
と

4
と
が

等
惰
性
(

塁
瓦
乙

蓋
嘉
官
主

1 8

生

産
数
畳

指

数
の

経
済
的

意

味
に

つ

い

て



一

橋

論

叢

第
七

巻

.
第
四

兢

胡

､

を

保
つ

か

香
か

を

符
墟
を

以
て

示

し
､

之
を

夫
々

ゝ
○

～
ゝ
-

-

ゝ

串
♪

と

す
る
｡

さ

て

等
債
性
即
ち

ゝ
○

～
ゝ
-

は

次

の

如

き

保
件
を

必

要
と

す

る
｡

(

ュ
)

ゝ
○

=
(

勾

㌔

＼
:
】

勾

㌔
古
)

及

び

ゝ
-

=
(

勺

＼

＼
:
-

勺
-

(

さ
)

)

が

勺

㌔

=

勺
-

､

＼
‥
､

勺

㍉
さ
)

ロ
勺
-

甘
)

な
る

如
き

條
件
を

満
足

す

る

二

つ

の

組

合
せ

な

ら

ば

ゝ
○

～
ゝ
-

で

あ
る
｡

(

2
)

ゝ
○

～
ゝ
-

な
ら

ば

ゝ
】

～
ゝ
0

で

あ

る
｡

(

8
)

ゝ
○

～

♪

及
び

ゝ
-

～
ゝ
柑

な
ら

ば

ゝ
O

+
ゝ
柏

で

あ

る
｡

(

4
)

ゝ
b

=
(

勺

㌔

∴
:
】

号
)

)

及

び

ゝ
-

=
(

ミ
∴
:

さ
(

且
)

が

邑
凸

肌
■
勺
-

(

8

(

恥

=
h
)

…

逮

)

及
び
勺

㌔

＋

…

＋

寛
占

<
勺
-

､

＋

:

■

＋
勺
-

(

3
)

な

る

如
き

保
件
を

満
足

す

る

二

つ

の

組
合
せ

な

ら

ば

ゝ
○

べ

♪

で

あ

る
｡

(

5
)

ゝ
○

=
(

勾

㌔

1
‥

さ
(

且
)

}

き
=
(

て
○

∴
‥

き
(

且
)

及

び

さ
=
(

ミ
∴
:

さ
(

旦
)

が

勺
○
(

凸

肌

き
(

早
(

札

=

†
‥
)

逮

y

3 8 二Z

ミ
凸

Ⅳ
勺
-

(
丸

)

(

恥

=

丁
‥
)

且

な

る

如

き
二

つ

の

條
件
を

満
足
す

る

な
ら

ば
､

端
か

ら

吼
に

移
る

場
合
､

へ
○

～
ゝ
-

せ

C
｡

が

存
在
す

る
｡

更
に

指
数
算
式

Q

(

ゝ
○
､

ゝ
-

)

･
は

次
の

如

き

條
件
を

満
足

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

(

Ⅰ
)

′

ゝ
○

～
ゝ
-

な

る

と

き

に

の

み

Q

(

ゝ
○
-

ゝ
-

)

リ
ー

で

あ

る
｡

な
る

如

き

組
合

(

Ⅱ
)

♪
～
ゝ
-

な

ら

ば

Q
(

ゝ
○

こ
屯
-

)

=

Q
(

ゝ
○
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ー
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で

あ

る
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(

Ⅱ
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ゝ
○

=
(

屯

㌔
】

…
-

勺
○
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ゝ
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(

ミ
∴
:
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(
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)
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つ
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組

合
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で

あ
つ

て
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∴
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÷
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○
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放
で

次
の

命
題
が

容
易
に
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解
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ら

れ
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で

あ

ら

う
｡

即
ち

二

つ

の

組
合
せ

ゝ
○

=
(

勺

㌔

∴
:

さ
(

且
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び
一

心
-

打
(

ミ
∴
‥
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勺
【

言
)

が

(

1
)

よ

少

(

5
)

ま

で

の

條
件
を

満
足

す
る

な
ら

ば
､

(

Ⅰ
)

よ

少

(

Ⅱ
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ま
で

の

條
件
を

満
足

す

る

唯
一

つ

の

函
数

Q
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ゝ
つ
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)

が
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す
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｡

さ

て
､

か

く
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如
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等
惰
性
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す
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少
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な
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次
の

鮎
に

あ
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○
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蒋
的
諸

考
慮
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邑
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…
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､
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産
数
量
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の
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よ

り
､

決
定
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ら
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き
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あ

る
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上
の

諸
侯
件
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(

Ⅱ
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あ
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○

～
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Q
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ゝ
○
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Q
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導
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れ
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と
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誤
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あ
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こ
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あ
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し
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述
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係
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す
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､

次
の

保
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す
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す
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即
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Ⅳ
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ゝ
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∴
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㌻
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合
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○
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∴
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○
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あ
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Ⅳ
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組
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関
係
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ゝ
○

～
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Q
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ゝ
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=

Q
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な
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す

る

の

み

な
ら

す
､

更
に

進
ん

で
､

阜
○
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○
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=
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簡
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塵
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て
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=
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條
件
よ

ゎ
容

易
に

誘
･
導

せ

ら

れ

る
｡

之
よ

り

♪

人
ゝ

き
､

)

ご
･

㌔
(

ゝ

ミ
)

ご
･

…

＋

私

人

吉
㌔
)

)
旭

=
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＋
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＋
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を
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=
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋

島
)

【

や
召
し

㌔
)

＋
勾

㌔
)

＋

…

＋
勾

℃

Q
(

恥

)

(

-

¢

)

(

望
)

さ

て

放
で

次
の

如
く
定
義
す

る
｡

(

α

)

二

つ

の

組
合
せ

ゝ
-

=
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∴
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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叉
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鼻
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Ⅳ
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澄
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=
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∴
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Ⅰ
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＋
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＋
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＋
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得
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､

∴
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に

於
け
る

名
財
の

生

産
額
机

を

秤
量
値
と
す

る
､

個
別

的
生

豪
景
教

輯
J

僻

勺
､

こ

､

恥

宮-

の

秤
量
算
術
平

均
に

外
な
ら

な

い
｡

≠
一
｢

勺
柑

こ

勾
柑

曾
)

甥



35

叶

▲

甲
▼
†

i●

か

ゝ

る

命
題
に

つ

い

て
一

鮎
神
足

す

る
こ

と

を

要
す

る
｡

即
ち
生

産

聖
鼻

緒

数

空
車
ゝ
柑

)

の

値
は
､

そ
の

斯
間
r

の

選
捧
如

何
と

云

ふ

専
箕
に

依
存
し
て

ゐ

る

こ

と
こ

れ
で

あ

る
｡

し

か

し
て

此

場
合
の

r

は

勿

論
経
済
的
見
地

よ

り

選
揮
せ

ら
る

べ

き
こ

と

が

要

請
せ

ら

れ

る
｡

〔

芝

野
と

同

様
に

し
て
､

任
意
の

第
彦

番
目
の

財
に

於
け

る

生

産
数
畳

も

も
ー

…
-

箋

是
毒
す
る
｡

又

之
等
の

生

産

整
旦

穀

塵
産
す
る

に

必

要

挙
る

労
働
者
数
を

コ
S
-

長
)

1
‥

畠
)

と

す

る
｡

更
に

之
に

加
へ

て
､

紙
生

産

聖
霊
び
に

敗
勢
働
者
数
む

夫
々

Q
(

さ

及

び
【

さ
)

と
す

る
｡

然
ら

ば

Q

3

=
勾

㌦
凸

＋

勾

㌔
)

＋

…

＋

鞄

一

言
■-

弓
＋

竜
十
:

＋

毒
-

(

琵
)

ヽ
-

ノ

前
と

同
様
に

し
て
､

畢
位
暗

黙
に

つ

い

て

の

平
均

生

産

堅
塁
び
に

生

産
財

毒
位
を

生

産
す

る

に

要
す

る

平

均

労
働
者
教
を

夫

乞
r

及

ヽ

ノ

び
紳

と

す
れ

ぼ

及

び

琶
1-

d
引
L

+

が

得
ら

れ
る
｡

●

さ

て

次
の

如
く
定
義

す
る
し

(

β
)

二

つ

の

組
合
せ

さ
=
(

勺
-

､

さ
､

､

-

:
･

-

ミ
且
)

及

び

ゝ
け

=
(

勺

㌔

さ
､

､

1
‥

さ
(

苦
)

)

に

於
て

生

産
数
量

指

数
の

経
済
的

意

味
に

つ

い

て

3 8 7

(

誤
)



4
-

h

U

l

→

橋

論

叢

第
七

巻

第
四

放

勺
-

､

軋
､

＋
勺
-

､

､

≒
＋

…

＋

旦
甘
)

モ
且

=
勺

㌔

㌔

＋
勺
N

こ

≒
＋

…

＋
勺

㌦
且

㌔
ヱ

な

る

と

き
に

限

り

ゝ
-

～
ゝ
付

で

あ

る
｡

(

諾
)

ミ8 8

最
早

澄

明

す
る

ま
で

も
な

く
､

前
と

同

様
に

し
て

次
の

命
題
を

得
る
｡

r

期
間
に

於
け

る

平

均

生
産
数
量
の

組
合
せ

ゝ

=
(

勺
､

＼
:
､

勺
ハ

且
)

を

基

準
に

と

れ

ぼ
､

生

産
数
量
指
数

犯

人
ゝ
-

‥

ゝ
柑

)

は
､

同

期

n
′

問
に

於
て

生

苧
る

た

め

に

雇
傭
せ

ら

れ
る

労
働
者
数

冒
秤

量
借
と

す

る
､

個
別

的
生

産

警
指
数

鵠
】

鵠
…
-

鍋
一

の

秤

量
算
術
平

均
に

外
な

ら

な
い
｡

(

証

6
)

以

上

が

ワ

ル

ト

の

函
数
論
的
生

産
数
量
指
数
の

概
説
で

あ

つ

て
､

彼
は

(

β
)

の

定
義
に

従
つ

て

賢
際
の

計

算
を

行
つ

て

ゐ

る
｡

さ

て

以

下

か

ゝ

る

ワ

ル

ト

の

指
数
に

封
し
て

若
干
の

批
評

を

試
み

よ

う
｡

彼
の

理

論
は

次
の

三

鮎

に

要
約
出

凍
る

で

あ

ら

う
｡

(

a

)

土
つ
■
の

組

合
せ

の

等
億
性
を

決
定

す
べ

き

原

理
は
､

数
蓼

的
で

は

な

く
し
て
､

正
に

そ
の

指
数
の

目

的
に

照

應
し
て

経
済
的
意

味
を

持
つ

如

く
構

成
せ

ら

る
べ

き

も
の

で

あ

る
｡

(

b
)

経
済
的

望
息

昧

附

ヴ
ら

れ

た

等
惰
性
は
､

更
に
､

T
)

よ

り

(

5
)

虐

で

の

條
件
を

満
足

し

な
け

れ
ぼ

な

ら

ぬ
｡

(

｡

)

か

く
の

如

き

等
惰
性
よ

り

誘
導
せ

ら

れ

た

生
産
数
量
指
数
は
､

侍
､

(

Ⅰ
)

よ

り

(

Ⅳ
)
L

ま
で

の

保
件
を

満
足

せ

ね

ぼ

な

ら

ぬ
こ

(

a

)

の

鮎
に

於
て
､

ワ

ル

ト

の

理

論
が

正

に

経

済

的
で

あ

る

と

云

は

れ

る

論
接
が

見
ら

れ

る

の

で

あ

る

が
､

し

か

も

侍
(

b
)

及

び

(

0

)

に

於
て

依

然
と

し
て

形

式
的
､

数
畢

的
で

あ

る

と

考
へ

ら

れ

る
｡

し
か

し
て

等
傾
性
の

賛
際
の

例
と

し

7
は

.
(

ヱ
並

び

に

(

β
)

を

畢
げ
て

ゐ
､
る
の

で

あ

る
が
､

(

ヱ

に

於
て

は

(

聖
式
の
､

(

β
)

に

於
て

は

(

2 6
)

式
の
､

経

済

的
意

味
に

つ

い

て

は

彼
は

説
明

や

書
▲

■

鵬



】

h

U

】

h
U

叶

l
ワ

r
甘

オ

を

省
略

し
て

ゐ

る
｡

か

1

る

等
傾
性
の

経

済
的
意

味

附
け

に

し
て

判
然
た
ら

ざ
る

限
り
､

即
ち

(

a

)

に

つ

い

て

の

説
明
･
を

妖
如

す

る

限

り
､

彼
の

数
量
指
数
の

経

済
的
意
味

に

つ

い

て

は
､

我
々

を
し
て

充
分
に

理

解
せ

し
め

得
な
い

で

あ
ら

う
｡

然
ら

ば
二

歩
譲
つ

て
､

敢
て

例
へ

ば

ミ
≠
､

＋

‥
･

＋

ミ
且

≠
(

享
)

=
勺

㌔
≠
､

＋

…

＋

勺
柑

富
山

号
)

に

つ

い

て

解
繹
を

下

し
､

｢

傾
格
を

そ
の

期
間
に

於
け

る

平

均

値

に

よ

つ

■
て

衰
は

さ

れ
る

も
の

と

し
､

か

ゝ

る

そ

の

期
間
に

つ

い

て

の

同
定

傾
格
を

以
て

計
算
し

た

る
､

其
れ
る

二

時

鮎
の

紙
生

産
額
が

互

に

相
等
し
い

も
の
+

と

す

る

こ

と

が
､

等
偵
性
に

幾
何
の

経
済

的
意
味

を

附
興
す

る

や

は
､

疑
は

し

き

と
こ

ろ
で

あ
る
｡

更
に

譲
歩
し
て
､

た

と
へ

か

ゝ

る

等
慣
性
の

経

済

的
意

味
に

し
て

確
立
せ

ら

れ

た

と

し
て

も
.

ワ

ル

ト

に

よ

れ

ぼ
､

更
に

(

b
)

(

C

)

の

南

條
伶
を

満
た

す
こ

と
が

必

要
と

せ

ら

れ

る

が
､

此

等
二

つ

の

僕
件
は

数
蓼

的
.

形

式
的
な

る

こ

と

は

既
に

注
意

し

た

如

く
で

あ

る
｡

此

鮎
に

関
す

る

限

り
､

彼
の

理

論
も
亦
､

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

の

理

論
に

封
す
る

批
評
む

避
け

得
な
い
｡

し
か

し

な
が

ら
.

彼
の

理

論
に

於
け

る

特
徴
は

飽
く
ま
で

も

(

凡

)

の

鮎
に

あ

る

こ

と

を

認

め

た
い
｡

積
極

的
に

函
数
論
的
指
数
算
式

へ

許
7
)

む

誘
導
し
て

ゐ

な
い

か

ら

と

云

つ

て
､

之
を

否

認
す
る

こ

と
は

許
さ

れ
な
い
｡

そ

れ
は

物
情
指
数
論
に

於
け

る
ハ

ー

バ

ラ

ー

の

業
績
に

も

比

す
べ

き

も
の

で

あ

る
｡

(

註
1
)

A
.

弓
已

号

昏
1

一
】

已
監

禁

註
已
-

2
Ⅵ

営
･り

出

考
究
F

営
農
d
①

扱

勺

3

き
打

ぎ
邑
邑
買
(

呂

昌
P

訂

訂
ユ

算
t

e

日

計
班

○
①

賢
邑
各
i

邑
昂
コ

{

ゴ

畏
{

已

悪

琵
→

内
○

星
口

ロ

賢

弓
許
諾

さ
u

n
哨
､

官
許
r

笥

当
〇
･

ダ

ー

誌

ご

(

証
2
)

ト

.
盟
賢
2

=
づ
F
¢

呂
已
n

完
｡

:
ロ

紆
対

空
】

E

訂
誌
-

-

琵
∽
･

p

マ

露
ム
比
･

(

註
3
)

司
已
d

‥

P

2

〇
･

準

∽
･

弓
巴
包

‥

N

弓
→
F
e

旦
e

n

巧

守
e

訂
一

己
e

叫
N

琵
巧
ロ
.

(

N
e
i

訂

各
邑
t

旨
→

室
戸
t

-

昌
已

芹
昌
㌢
邑
e
.

出
P

づ
H

【
-
～

屈
2

架

ド

}

¢

∽

ご
班

搾
-

ヨ
⊥

芦

(

註
4
)

弓
已
包

‖

空
亡

日

計
繁

註
各
e

弊

琵
･

干
㌢

生

産
数
真

相

教
の

審

済
的

意
味

に

つ

い

て

3 8 ゥ



6
r

n
U

一

橋

静

養

第
七

巻

.
第
四

既

(

託
6
)

要
1

已
a

H

n
→
一

岩

倉
繁
N

官
F
e

平

m

玩
.

㌣
戸

(

託
6
)

弓
已
d

‥

n

岩
日

計
賢
巴
-
の

F
e

野

取
払
.

㌣
叫
.

山

田

雄
三

教
授
｢

オ

ー

ス

ト

リ

ア

景
気
研

究

所
の

方

法
+

盲
本

統
計

草
食
年

報

第
八

年

p
.

e

(

託
7
)

G
･

日
昌

訂

旨
=
せ

寛

梁
ロ
ロ

d

胃
【

ロ

告
叫
N

已
-
-

e

ロ
ー

一

定
叫
.

班

野

⊇
.

昆
叫
.

3 9 0

四

経

済
捜
術
的
生

産
数
畳
指
数

我

さ
は

漸
く
故
に
､

我
々

の

誘
導
し

た
る

生

産
数
量
指
数
一
を

説
明

す
る

立

場
に

到

達
し

寛

之
は

次
に

展
開
す

る

如

く
･

純
粋
に

経

済

理

論
よ

り

出

費
す

る

も
の

で

あ
つ

て
､

函
数
静
的
生

産
数
量
指
数
の

問
題
に

封
し
､

一

の

試
案
を

撞
供
す

る

も
の

に

外
な

ら

な
い
｡

先
づ

我
々

は

次
の

鮎
に

注
意
す

る
こ

と

を

要
す

る
｡

即
ち
､

物
憤
指
数
並

び

に

生

産
数
量
指
数
に

於
け

る
､

最
も

普
遍
的
に

し
て
､

し

か

も
､

具

醍
的
な

る

算
式
は
､

或
意
味
の

弾
力

性
係
数
を

そ
の

う

ち

に

包
含
す
る

も
の

で

な
け

れ
ぼ

な
ら

な
い
｡

そ
の

繹

力

性

係
数
に

或

る

特
別
の

億
を

首
放
め

る

場
合
に
､

各
時

鮎
に

相
應
ず
る

具
餞
的
指
数
算
式
が

得
ら

れ

る

の

で

あ

る
｡

物

債
指
数
論
に

於
て

弾
力

性
迭
が

(

琵
1
)

重
税
せ

ら

れ

る

所
以

も
箕
に

故
に

存
す

る
｡

し

か

し

な

が

ら
､

警
の

算
式
に

於
て

は
､

後
述

す

る

如

く
､

か

く
の

如

き

弾
力

性

係
数
を

そ
の

う

ち

に

含
む

も
の

で

は

な
い
し

故
に

指
数
論
上
の

重
要

な

る

問
題
が

鎚
め

ら

れ
て

ゐ

る
こ

即
ち
一

同
一

の

指

数
算
式
(

勿
論

弾

力

性

係
数
は

含
ん

で

ゐ

な
い
㌧

以

下

に

於
け

る

考
察
に

於
て

は
･

悉

く
か

く
の

如

き

指
数
を

そ
の

封
象
と

す
る
)

を
以

て
､

相
異
れ

る

時

鮎

間

の

比

較
を

行
ふ

こ

と

は

果
し
て

安
常
な

り

や
の

問
題
が

即
ち

之
で

あ
る
｡

函
数
論
的
生

産

整
畢
指

数
の

慧
口
､

単
に
､

そ
の

前
提

と

な
る

ペ

き

経

営
形

態
(

我
々

の

場
合
は

利

潤
極

大
原

則
の

作
用
す

る

営
利
経
済
で

あ

る
)

が
､

或
時

鮎
に

於
け

る
･

今

考
察
の

封
象
と

な

り
つ

噸

†
▲
▼

俄



7
一

〇

_
ノ

▲
▼沖

王オ

つ

あ

る
ゝ

そ
の

産
業
の

経
営
形

態
に
一

郎
鑑
し
て

ゐ

な
い

か

ら

と
云

ふ

艶

由
の

み

を

以
て
､

か

ゝ

る

指
数
む

放

称
す
べ

し

と

な

す
の

ぼ

早

計
で

あ

る
｡

蓋
し
､

一

産
業
が

名
時

鮎
に

於
て
､

相
異
れ

る

経
営
形

態
を

取

り
つ

ゝ

蟄
展
す

る
こ

と

は

容
易
に

想

像
せ

ら

れ
る

と

こ

ろ

で

あ

り
l

か

ゝ

る

産
柴
の

各
時

鮎

に

郎
應
す
る

経

営
形

態
よ

り

誘
導
せ

ら

れ

た

函
数
論
的
生

産
数
量
指
数
は
､

文

相
互
に

相

異
れ
る

算
式
に

よ

つ

て

計
算
せ

ら

れ

る
べ

く
､

か

く
し
て

は
､

同
二

の

地

盤
に

於
て
､

そ

れ

ら
の

指

数
を
､

互
に

比

較
考
量
す
る
こ

と

を

不
可

能
な
ら

し

め

る
か

ら
で

あ
る
｡

我
々

の

要
求

は
､

む

し

ろ
一

つ

の

典
型

的

な

指
数
算
式
に

基
い

て
､

あ

ら

ゆ

る

形

態
の

産
業
に

於
け
る

生

産
数
量
指

数
を

封
照

す
る

と

こ

ろ

に
､

眞
の

意

義
が

包
鋳
せ

ら

れ
る

こ

と

を

知
る
べ

き

で

あ

る
｡

も
と

よ

旦
玄

ふ

ま
で

も
な
い

こ

と

で

は

あ

る

が
､

そ
の

典
型

的
な
一

つ

の

指
数
算
式
の

基

礎
と

な

る
べ

き

経
営
形

態
は
､

そ
の

指
数
の

計
算
せ

ら

る
べ

き

常
該
産
業
に

於
て
､

既
に

あ

り

罪

つ

た
､

又
は

現
に

存
在
し
っ

1

あ

る
､

若
し

く
は

清
爽
か

く
あ

る
べ

き

経
営
形

態
の

何
れ
か

に

郎
鮭
し

た

も
の

た
る

こ

と

を

要
す
る
｡

若

し

然
ら

ざ

れ

ぼ
､

か
ゝ

る

算
式
は

最
早
科
挙
性
を

要
求

す
る

こ

と

が

出

奔
な

く
な

る

か

ら

で

あ
る
｡

更
に

そ
の

指
数
算
式
は
､

膏
に
一

つ

の

産
業
抄

各
時

鮎
に

於
け
る

生

産
数
量
指
数
を
比

較
す
る

用
に

供
せ

ら

れ
る

の

み

な

ら

す
､

又

以
て

各
種
産
業
間
の

生

産
数
量
指

数
の

比

硬
を

も
可

能
な
ら

し

め

る

こ

と
が

要
請
せ

ら

れ
る

結
果
､

そ
の

指
数
の

接
つ

て

以
て

立
つ

と
こ

ろ
の

軽

骨
形

態
は
､

又

各
産
業
の
､

同
二

の

若
し

く
は

相
異
れ
る

任
意
の

時

鮎
に

於
て
､

共
通
せ

る

形

態
を

探
摸
し

な

け

れ

ぼ

な

ら

な
い
｡

か
ゝ

る

意
味
に

於
て
､

我
々

は
､

尭
に

も
ー

言
し

た
る

如
く
､

指
数
算
式
の

前
提
と

な
る
べ

き

経
営
形

態
を
､

最
大
利
潤
の

獲
得
を

そ

の

特
徴
と

す

る

営
利
経
済
に

於
け

る

経

常
形

態
に

求

め

た
の

で

あ

る
｡

故
に

注
意
せ

ら

る
ペ

き

鮎
は
､

で

あ

る

か

ら

と

云

つ

て
､

我
々

は

決
し
て
､

か

く
の

如
き

経
営
形

態
が

現

在
の

社
食
に

現

寛
に

動
き
つ

ゝ

あ

る

と

見
る

も
の

で

は

な

く
､

か

ゝ

る

形

態
は

指

数
算
式
の

比
較

(

諾

2
)

性
よ

り

葬
る

便
宜

的
の

手
段
に

過

ぎ

な
い

こ

と

が
､

上

奔
の

詮
明
に

よ

つ

て

容
易
に

理

解
せ

ら

れ

る
で

あ
ら

う
｡

然
ら

ば

あ

ら

ゆ

る

産
業

生

産
数
真

相
敦
の

経
済
的

意

味
に

つ

い

て

3 9 Ⅰ



見
U

r

ヘ
リ

一

橋

論

叢

第
七

啓
一

弟
四

娩

が
､

か

く
の

如

き

経

営
形

態
に

溺
刺
せ

ら

れ
て

ゐ

る

か
｡

答
へ

.
は

然
り

で

あ

る
｡

最
も

遅
れ
■
た

形

警
有
す
る

我

国
米
作
農
業
に

於
て

さ

卵

(

荘

3
)

っ

J

え
､

清

雅
か

く
の

如

き

方
向
へ

の

傾

向
が

見
ら

れ
る

の

で

あ

る
｡

′

さ

て

愈
よ

本
論
に

入
る
｡

今
ク

を

或
企
業
家
の

撞

供
す

る

財
の

傾
格
､

差
そ
の

数
量
､

C

を

そ
の

生

産
費
と
す

れ

ぼ
､

利
潤

g

撃
不

す

方
程
式
は

次

の

如

く
で

あ

る
｡

叫

H

言
-

C

(

当
)

此

場
合
企
業
家
は

(

望

式
の

g

む

極

大

な
ら

し

め

ん

と

努
め

る

で

あ

ら

う
｡

故
に

注
意

す
べ

き

は
､

云
業
豪
は

同

時
に

教
壇
の

財

の

生

産
に

従
事
す

る
か

も
知
れ

な
い
｡

か
1

る

璧
口

に

は
､

名
財
に

つ

い

て

(

2 7
)

式
が

成
立

す
る

も
の

と

見
れ

ぼ

よ

い
｡

碓
つ

て

此

場
合
の

生

産
費
C

は
､

第

表
的
に

は
､

そ

の

生

産
費
を

要
す

る

壷
の

生

産

整
畏
よ

つ

て

決
定
せ

ら

れ
る

も
の

と

考
へ

る

こ

と
が

出

挙
台
｡

さ

て

(

2 7
)

式
灯

於
て

g

が

極

大

な

る

條
件
は
､

傾
格
が

限

界

生

産
費
に

等
し
い

こ

と

で

あ
る
｡

即
ち

益
美
に

於
て
､

限

界
生

産

費
が

傾
格
に

等
し
い

鮎
迄
､

生

産
を

緯
け

る

こ

と

む

以
て
､

最
大

の

利
潤
を

獲
得
し

得
る

の

で

あ
る
｡

偶
数

に

注
意

す
べ

き

鮎

は
､

(

巴

式
の

極

大

候
件
と

し
て
､

億
格
或
は

限

界

生

産
費
と

平

均

生
産
費
と
の

相
等
し
い

こ

と
を

俵
件
と

す

る

も
の

で

は

な
い

こ

と
こ

れ

で

あ
る
｡

寧
ろ

平

均
生

産
費
が

前
二

者
に

相
等
し
か

ら

ざ

る

短

期
均

衡
を

考
へ

る

こ

と

が
､

均

衡
過

程
を

把

壊
す
る

手

段
と
し

て

の

指

数

に

於
け

み

常

態
で

あ
る
｡

漸
く
故
に

至
つ

て

生

産
数

量
指
数
む

定
義
す

る

こ

と
が

出

奔
る
｡

即
ち

生

産

整
還
数
と
は
､

二

つ

の

時

鮎
に

於
け

る

社
台
的
生

産
費

(

之
は

単
に

個
別

企

業
の

生

産
費
の

総
計
で

あ

る
)

が

互

に

相
等
し

き

慧
昆
於
け

る
､

雨

時

鮎
の

生

産

整
盈

の

砦
云
ゝ

ふ
ロ

か

く
の

如

き

此
は
､

雷
雨

時

鮎

聞
に

於
け

る

怒

涛
凌

術
の

遊
歩
の

測
定
と

し
て

考
へ

ら

れ
る

か

ら
､

之
を

仮
に

軽

薄
技

術

的
生

産

聖
完
数
と

名

や

一
丁

.

▲

■

鵬



9
r

へ

r

▲

▼廿

沖

附
け

よ

う
｡

そ

れ

は

生

産

費
を

葛
藤
し
て

ゐ

る

と

云

ふ

意
味
に

於
て
+

純
粋
技

術
的
と

は

相
異
る
､

帝

琴
術

的
な

る

も
の

で

あ

朝
)

今

而

時
鮎

に

於
け

る

生

産
費
が

相

等
し

き

場
合

に
､

生

産
数
量
が

二

倍
に

増
加
し

た

と
す

る

な

ら

ば
､

生

産

聖
皇

指

数
は

二

〇

〇

で

あ
■
つ

て
､

物

情
に

挙
動
が

な

け

れ

ぼ
､

そ

れ
は

正
に
､

絹
格
技

術
の

進
歩
に

よ

る

か
､

牌
又

軽

費
の

合
理

化
に

よ

る
か
､

或
は

雨

着
の

結
合
に

よ

る

も
の

で

あ
■
つ

て
､

共
に

経

済

技

術
の

進
歩

を
不

す

も
の

で

あ

る
■J

又
､

今
比

較
時

鮎
に

於

て
､

壷
産

費
を

基

準

時

鮎
の

そ

れ
の

二

倍
と

し

た

場
合
､

比

較
時

鮎
の

生

産

聖
旦

が

基

準
時

鮎
の

そ

れ
の

二

倍

と

な
つ

た

場
合
を

仮
定
し
て

も
､

.

そ

の

場
合
の

経

済
技

術
に

は

何
等
の

進

歩
も
な
か

つ

た

も
の

と
し
て
､

生

産
数
量
指
数
け

二

〇

〇

と

な

る
｡

更
に
､

一

骨
重
要
な
こ

と

は

攻
■
の

鮎
で

あ

る
｡

■

そ

れ

は

二

時

鮎
に

於

け

る

吐
合
的
生

産
費
が

相
等
し
い

と

云

つ

た

場
合
の

生

産
費
と

は
､

資

質
生

産
費
(

箋
:
邑
)

な

り

や
､

清
文

名
目
生

産
費
(
-

〝

毒
旨
･

已

き
オ
)

な

少

や

と
云

ふ

こ

と
こ

れ

で

あ

頂

但
し

此

場
合
資
質
生

産
費
と

は
､

名
目

生

産
費
を
二

般
物
億
指
数
を

以
て

険
し
て

得
た
る

値

整
式

ふ
｡

此

間
に

封
す
る

解
答

は

次

の

如

く
で

あ

る
｡

そ

れ

は

二

時
鮎
に

於
け

る

名
目

生

産
費
こ

そ

相
等
し

い

と
し

た

場
合
に

於
て
､

経

済
技
術
的
生

産

聖
旦

指
数
が

成
立
す

る

と

考
へ

る
｡

前
例
に

於
て

は
､

絶
て
一

般
物
傾
は

欒
化
せ

ざ

る

も
の

と
し

て

考
察
し

た
｡

然
ら

ば
一

般
物

偶
に

し
て

欒
化

す

る

場
合
は

如

何
｡

今
簡
単
に

之
を

例
示

す

れ

ぼ
､

基

準
時

鮎
の
一

般

物
憤
に

封
し
て
､

比

較
時

鮎
の

そ

れ

が

二

分
の
一

に

下

落
し

た
1

め
､

比

軟
時

鮎
の

資
質
生

産
象
が
､

基

準
時

鮎
の

そ

れ

に

此

し
て
､

同

じ

名
目

的
生

産
費
を

以
て

す
る

も
､

よ

く
二

倍
の

増

加

聖
不

し

得
た
る

結
果
､

生

産
数
量
が
一

倍

牛

と
な
つ

た

場
合
に

於
け

る

生

産
数
量
指
数
は
､

経

済
技

術

が
一

倍

牛
に

進
歩

し

た

も
の

と

見
て
､

一

五

〇

と

な
る
｡

従
つ

て

故
に

云

ふ

軽

溶
接

術
と

は
､

単
な

る

純
粋
技

術
を

含
む

の

み

な

ら

す
､

そ

れ

は

又

同

時

に
､

軽

攣
技

術
の

進
歩
､

物
情
の

騰
落
収

よ

る

影
響
を

も

考
慮
し

た
る

上
に

於
け

る
､

生

産
数
量
の

欒
化

率

聖
不

す

も
の

で

あ

る
｡

へ

J

さ

て

以

上
の

如

く
定
義
せ

ら

れ

た

生

産
数
量
指
数
に
､

限

界

生

産
費
･

傾
格
相
等
の

條
件
を

入

れ
る

こ

と
に

よ

つ

て
､

次

式
を

得
る
｡

3 9

生

産
凝
景

指

徽
の

潜
済
的

意
味

に

つ

い

て



爪
U6

一

株
/

論

叢

第
七

春

草
四

貌

ギ
･

鞘

出
}

叩
卜

試

詩
”

串
∵

詣
=
･

報
…

弱

(

運l

(

2 8
)

式
は

原

子

論
的
生

産
数
量
指
数
算
式

と
し
て

の

エ

ツ

ヂ
ウ
ア

ー

ス

式
(

8
)

と

全

く
相
等
し
い
｡

境
に

原

子

論
的
指

数
と
し
て

ェ

ッ

ヂ

ウ
ア

ー

ス

式
が

最
も

扱
奨
せ

ら

る
べ

き

式
な

る
こ

と

を

指
摘
し
て

お

い

た
の

で

あ

る

が
､

函
数
論
的
に

得
ら

れ

た

指
数
も

亦
､

エ

(

鼓

6
)

ッ

ヂ
サ
ア

ー

ス

式
に

外
な

ら

な
い

こ

と

が

苦

明
せ

ら

れ

た
｡

(

註
1
)

森
田

健
三

教
授

者
｢

物

煩
労
動
の

測

定
+

昭

和
十

五

年

コ
7

-

デ
ー

芦

拙
稿
｢

物

慣

指

数
に

於

け

る

弾

力

性
法

に

つ

い

て
+

(

統

計

集

､

罷

雰
七

盲

四

放

昭

和

十

五

年

胃
.

-

ふ
ご

(

菅
)

生

活

経
済
畢

的

考
察

に

於
て

き

え
､

牧
益

追

及

な
る

観
念
は

排
斥
き

れ

る

も
の

で

は

な
い
｡

只

従

来
の

如
く

昏
倒
が

企

業
の

臥

的
で

あ

る

と

云

ふ

鮎
は

修
正

き

れ

ね

ぼ

な

ら

な

い
｡

(

宮
田

香
代
戒

教

授

｢

生

活

経
済
畢

研

究
+

昭

和
十

五

年

≡
7

謡
占

ヱ

(

託
3
)

東

畑

頼
叫

教
授

者

｢

日

本

農
業
の

展

開
過

程
+

昭

和

十

二
牛

ワ

ー

¢

∵
マ

芦

(

註
4
)

中

西

寅
雄

氏

｢

経

済
費
用

諭
+

昭

和

十

五

年

宇

-

ニ
.

(

革
∂

+

敷
革

附

錬
蓼
照
｡

(

註

ヱ
､

目

下
､

東

京
商

科

大

襲

来

東

経

済
折

究

析
に

於
て
､

本

稿
に

於
け

る

結

締
技

術

的
生

産

数
量

指

数
を

用

ひ

て
､

沖

地
､

朝
鮮

並
び

に

董

漕

に

於

け
る

農
産

物
生

産

数
受

精

教
を

作

成

巾
で

あ
り
､

近
く

公

刊
の

運

び

に

至

る

で

あ

ら

う
8

3 9 4

五

数

学

附

鉄

壁

碑
技
術

的
生

産
数
量
指
数
算
式
が

何
故
に

(

2 8
)

式
と

な
る

か

む

澄

明

し

よ

う
｡

萄

≠
▲

■

鵬



l
爪

h
U

l叶

紳

発
づ

初
め

に
､

企

業
利
潤

方
程
式
は

次
の

形
に

於
て

輿
へ

ら

れ

る
｡

き

H

ミ
丸

-

♪

(

陀

3

故

に

如

は

琴
多

番
目
の

財
の

億
格
で

あ

り
､

酌

は

そ
の

数
量
で

あ

る
｡

又

G

は

針

を

生

産
す

る

に

要
す
る

生

産
費
で

あ

り
､

荏
つ

て

飢

は

そ

の

場
合
の

企

業
利
潤
で

あ
る
｡

今
勿
を
二

克
と

し
､

耶

を

猫
立

欒
数
と

考
へ

､

更
に

q

む

酌

の

み
の

函
数
と

す

る
｡

然
ら

ば

gi

の

極

大
條
件
は
､

(

2 9
)

式
を

の

に

開

し
て

彼

分
し
て

之
を

零
に

等
し

く
す
る

こ

と
に

ょ

つ

て

得
ら

れ

る
｡

即
ち

骨
豊
l

綿
u
Q

礼
勺
～

こ

れ

よ

り

礼
へ
､

曾

‖

斗

但
し

(

8 0
)

式
が

(

2 9
)

式
の

極

大

條
件
た
る

た

め

に

は

蛸
人
Q

(

窒
)

(

望
)

な

る

こ

と

む

要
す

る
｡

(

8 0
)

式
の

意

味

す

る

と
こ

ろ

は
､

傾
格
は

限

界
生

産
費
に

等
し

と

云

ふ

こ

と
で

あ

る
｡

さ

て

次

に
､

β

時

鮎
に

於
け

る
.
〝

個
の

財
の

数
量
を

夫
･

々

､

苧

ぎ
…

表
記

と

し
､

1

暗

部
に

於
け

る

そ

れ

ら

を

デ

ぎ
:

∵

ぎ

且

慮

選
量

指

優
の

奄
済
駒
意

腐
に

つ

小

て

j 95



鮎

一

橋

歯

畏

第
七

巻

昇
四

艶

と

す

れ

ぼ
､

此

二

時

鮎
に

於

哲
る

各
生

産
費
の

差

は

次
の

如

く
で

あ

る
｡

但
し

此

場
合

㌢
･

ぎ
1
‥
}

ぎ
道

教

痙
め

て

小

な

る

旭
と

し

･妙
(

J

て
､

そ
の

差

を
テ

ー

ラ

ー

の

定
理

に

よ

つ

て

展
開
し

た

結
果
む

示
せ

ば

次

の

如

く
で

あ

る
｡

♪

己
･

♪

ぎ
)

‖

ぎ

抑
＋

小

畏

如
r
ノ

ーん

ざ
)

去
邑
‖

ぎ

紺
＋
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